
ハ ー レム ・ル ネサ ンス短 編小 説2

EricDerwentWalrond カリブの島の語 り部

岸本 寿雄

EricWalrond(1898-1966)は 、 アメ リカ生 まれ で は ない が 、 ハ ー レム ・ル ネ サ ン

ス 期 に短 い 年 数 で は あ るが 、 短 編 小 説 家 、 編 集 者 、 ジ ャー ナ リス トとして 大 きな足

跡 を残 した 。 ウ オ ル ロ ン ドは、 イギ リス領 ギ アナ の ジ ョ,一ジ ・タウ ンに生 まれ 、 バ ラ

バ ドス 島 のSt .Stephen'sBoy'sSchoolと パ ナ マ(コ ロ ン)のCanalZonePublic

Schoolで 教 育 を 受 け た 。 そ の 後1916年 か らCresttobalのHealthDepartmentや

ThePanamaStarandHeraldで 、 働 い た が 、1918年 に ニ ュー ヨー ク に渡 り、City

CollegeofNewYorkやColumbia大 学 で 学 ん だ 。 学 び な が ら最 初 に、Brooklynand

LongIslandInformerで 、 次 に カ リブ の 島 ジ ャマ イ カ出 身 のMarcusGarveyに 一 時

同 調 し1>68roWorldの ス タ ッ フ と し て 働 き、1922年 頃 か らopportunity,The

Smart,TheNewAge,SaturdayReviewofLiterature等 に 短 編 小 説 を投 稿 す る よ う

に な った 。1925年 か ら27年 の 間 オ ポチ ュニ テ ィー誌 の ビ ジネ ス ・マ ネー ジ ャー を務

め、1926年Boni&Liverlight社 か ら、 短 編 集 万ρρ∫cDθ α論 を 出 版 、 カ リブ 諸 島 の

文 学 でHarlemRenaissanceに 貢 献 して い る。

特 に ウオ ル ロ ン ドは、 コロ ンビ ア大 学 の創 作 科 で 短 編 の才 能 を伸 ば し、 将 来 が 期

待 され た が 、1928年GuggenheimFellowshipとZonaGaleScholarshipを 受 け、 パ

ナ マ 経 由 で ニ ュー ヨー ク を発 ち、 ヨー1ロ ッパ を旅 行 、1934年 まで フ ラ ンス で 生 活 し

た が 、 結 局 ロ ン ドンに落 ち着 き、 そ の 後 一 度 もア メ リカ に帰 る こ とな く、1966年 そ

こで 他 界 して い る。
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(1)

ウオル ロ ン ドの短編小 説 の題材 はパ ナマのパ ナマ ・ゾー ン、バ ルバ ドス、 ジ ャマ

イカ、 イギ リス領 ギアナ とい うカリブの 島々か らであ る。 そ こで取 り撞 わ れて いる

人 々はスペ イ ン系 の人 々、 イン ド人(カ ル カ ッタ)、 中 国人、 ネイテ ィヴ、 白人 の支

配者 、 クーレオール、その人 々の問 に蚕 く黒 人 とその混 血、貧 民者側 のクレオー ルで

あ る。 これ らの貧 しい人 々の生活 を美 しい夕方 の背 景、夜 明けの背 景 を通 して、時

には民話風 物語 を交 えなが らリアルに描 いてい る。

土着性 を持 つ とい う意味 か ら、 同 じように短編 小説 を書 いた ジー ン ・トゥーマ ー

のCaneと 比 較 され、 時 に は カ リブ 海 の ジ ャマ イ カ出 身 の ク ロ.一一ド ・マ ッケ イの

BananaBottom.彼 の短GingerTownと も比較 され る。確 か にアメ リカ南部 の白

人 の支 配下で苦 しむ黒人 や混 血 を詩的 に描 いた とい う点 で トゥーマー に似 てい るし、

カリブの色濃 い物語 と民話 的要素か ら比較 す るとマ ッケ イに近 い とも言 えよう。

カリブの島バ ルバ ドスの物語 群 の最 初 の"Drought"で は、ギ ター を弾 く陽気 なバ

ルバ ドス 島に住 むCogginsRumの 家 族 の物 語 であ る。 この地 方 に旱 越 が容 赦 な く

襲 う。 池 も川 も干上 が り、畑 の作物 もほ とん どが枯 れて しまう。池 の蛙 は悲 しそ う

に鳴 き、 ラム家 には食べ る物 す らない。 土着 の者 は、神 に祈 り、 雨乞 いをす るが、

天か らは雨の一滴す ら降 って こない。

家 族 の全 員 が黒色 をしているのに、Cogginsの 犯 した罪 によ り娘 のBeryleだ けは

黄 色 い皮膚 をしてい る。 ラム家 には物 を買 う金す らな く、6歳 のベ リルは父 の注 意に

も耳 を貸 さず、空腹 を満 たす ために石 灰 を食べ る。石 灰 は身体 に吸収 され ること無

く、唯腹 だ けを膨 らま し続 け、終 にそ の幼 い彼 女 の命 を奪 う。 ラムの奏 で る音楽 は

より一層 切 な く響 く。あ る意 味で は人 間の罪 に対す る自然の大 きな復 讐 と言 える。

"PanamaGold"は
、 西 イン ド諸 島 の女性 農民Ellaの 物 語 であ る。エ ラは、バ ルバ

ドス島 で一 人 自立 して生活 してい る。彼 女 は小屋 の北側 に5年 前 ココナ ツを植 え、

今 で はそ れが 繁 茂 してい る。エ ラにつ いて ウオル ロ ン ドは次 の ように描 い てい る。

"Ellawasam
ulatto,withplentyofsoftblackhair.Shedidn'tneedaclothtwisted

andplaitedtoformamattingforherhead."'

ここに描 か れている女 主人 公エ ラ もまた混 血 である。一方 パ ナマ運 河で働 き、片
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足 を失 うが、 アメ リカ黒 人 で はな く、 イギ リス国籍 であ ることを主張 し、其 の補 償

金 でバ ルバ ドスの町 でス トア を経営 してい るMr.Poyarは 、黒 人 であ る。彼 はエ ラ

が 買 い物 に行 くと親切 に して くれ る。 ある 日、 ポー ヤーの店 か ら出火、そ れ を知 っ

たエ ラは例 の柔 らか なふ さふ さとした頭 の黒髪 に、バ ケ ツー杯 の水 を乗せ 幽霊 が出

る とい う石 ころの石 灰 の道 を、熱 波 で暑 くなっ たの を もろ ともせ ず、"Zim,zam,

Zim,z㎜"2と 、力強 く、確 りとした足取 りで急 ぐ。だが ポーヤーの店 までや って来

ると、彼 は片足 のため に逃 げ遅 れたか、担 架 で運 ばれてい る。や っとの思 いで持 っ

て きたバ ケ ツの水 も無駄 であったことに気づ き、呆然 と立 ち尽 くす。

PanamaGoldと い うタイ トル は、一つ にはパナマ ・ゾー ンで 白人 の性 的慰 めの結

果 としての混 血、即 ち金色 の エ ラの皮 膚 の色 を象 徴 し、二つ 目にはバ ルバ ドス 島の

夕方 の風 景その ものもゴール ドあ り、それ をも象徴 している。

ThewesternskyofBarbadoswasablaze.Amixtureoffireandgold,it

burned,andburnedintoonevastsuXphurousmass.Itburnedthehouses,

thetrees,thewindowpanes.Theburntglassdidamazingcolorsomersaults

turnedbrownandgoldandlavenderandred.Itpouredaburningliquid

overthegap.Itcoloredthewaterinthepondsafiercedullyellowishgold。3

パ ナマ ・ゴール ド色 を したエ ラ、夕方 には黄 金色 に染 まる美 しいバ ルバ ドス、風 景

と人物 の一体 化、 そ こに展 開 され る悲 しい物語 が よ り一 層切 な さを伝 える。 さらに

彼 女の歌が彩 りを添える。

Gay,lonelygirl,herbarearmsyellowzntheblazingFebruarysun,the

wordsofaWestIndianmadrigalissuedfromherlips:

DoMistahBeedon'tchaseme'way

Fo'degalsnex'dowilllaughatme
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Bxeakmehan'butletmeStan'

Breakmehan'butletmestan'_.4

(2)

ウオ ル ロ ン ドの物 語 の 舞 台 は、比 較 的 パ ナ マ ・ゾ ー ンの物 が 多 い 。"Subjection"は 、

TropicDeathに は、唯 一 の権 力 へ の反 抗 の形 を取 って い る。Balletは 、パ ナ マ ・ゾ ー

ン を領 有 す る ア メ リカ海 兵 隊 の 下 で 、 土 方 と して働 い て い る。 こ の若 い 黒 人 は 、 こ

こを支 配 す る者 へ の 反 抗 心 が 目の底 で燃 えて い る。 この 地 域 に は、 黒 人 、 トル コ島 、

セ ン ト ・ビ ンセ ン ト島、 バ ハ マ か ら働 きに 来 た 人 々 が 、 鶴 騎 を歌 の 調 子 に 合 わせ て

振 り下 ろす 。"Diamondgalcookfowlbonygiv'deman."5労 働 者 の 中 に は 少 年 も

混 じって い る。 激 しい 労 働 に少 年 は付 い て 行 け な い。 そ れ を見 たパ レ ッ トは、 海 兵

隊 員 に"Why-wha'youdoin'?Yo'don'tknowyo'killingdatboy,ni?"6と 、大

声 を張 り上 げ る。 そ れ に対 して海 兵 隊 員 は"Youmindyerowngoddambusiness,

Smarty,andgobacktowork"7と 、 厳 しい 口調 で や り返 し、 パ レ ッ トは要 注 意 人 物

とな る。

ス パ ニ ッシ ュ ・タウ ンで夜 更 か しを した パ レ ッ トは、 母 親 が 再 三 起 こ して も、 起

き る こ と が 出 来 な い。 や っ と起 き て も正 体 の は っ き りし な い パ レ ッ トに 母 親 は

"Ungratefulvagabond!Dahiswha'Ahgetfo'tyro'upm
ygutswit'plantation

trash,feedin'unnajes'lik'unnawuthlispappy.Butyo'golongan'bringmede

copperswhenpaydaycome.DahisallAhisaxin'yo'fo'do。"8と 、厳 し く諌 め る。

渋 々 出 か け るバ1レ ッ トに 家 事 手 伝 い の15歳 のBlancheは 、 彼 を親 切 に 扱 う と共 に

JohnChinamanに 注 意 す る よ うア ドバ イス を送 る。

や っ との 思 い で 海 岸 まで 辿 り着 くと、 一 行 は既 に対 岸 のToroPointに 向 か お うと

して い る。 友 の"Bellet,bettahdon'got'wukteeday"9と の ア ドバ イス も理解 で

きな い うち に、 海 兵 隊 員 に強 制 的 に船 に乗 せ られ る。 乗 船 して み る と、 指 揮 官 の 大

尉 は 手 に ピス トル を持 ち、 乗 船 させ られ た 人 々 は無 言 で あ る。 海 兵 隊 員 に追 い 立 て

られ、 労 務 者 の(,は 、 トロ 岬 か らPaintedCityに 向 か う森 の 伐 採 を命 じ られ る。

ベ ル トに ピス トル 、 手 に ライ フ ル持 っ た 昨 日の 海 兵 隊 員 が パ レ ッ トを見 張 っ て い る。
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彼 の凝 視 に疑 問 と恐怖 を感 じてい たパ レッ トは、海兵 隊員 が声 を掛 けるや否や、そ

の場 か ら逃 げ 出す。労 務者 を掻 き分 けジャングルの小屋 に逃 げ込 むが、終 に追 っ手

によって射殺 される。CanalRecordに は次 の ように報 じられて いる。

IntheCanalRecord,theQ.M.atToroPointtookoccasiontoextolthe

virtuesoftheDepartmentwhichkeptthenumberofcasualtiesintherecent

nativelaboruprisingdowntoone.io

1901年 、 アメ リカは巧 み にイギ リス を抱 き込み、戦 略 上 の経 営 拠 点 を築 くた め

Hay-PauncefotiTreatyを 成 立 させ た。1903年 には独 立 運動 のパ ナマ 人 を利用 して

パ ナマ ・ゾー ンの領 有権 を獲 得 し、パ ナマ運河 建 設 に着手 した。 そ こには金 を稼 ぐ

ため に、 カリブの島々か ら貧 しい人 々が集 まった。 アメ リカの其 の地方 の支配 と開

拓 は公然 と行 われ、貧 しい弱 い人々が其 の犠 牲 とな った。 この引用 は殺 人 行為 を暴

動 と摩 り替 えたアメリカのや り方 を巧み に皮 肉ってい る。

パ ナマ物語群 の第二"Wha【fRata"で は、過 ってイギ リス、 フラ ンス、 オランダに、

現 在 はアメ リカに支 配 され、 イタリア、ギ リシャ、中国、黒 人 が入 り混 じるカ リブ

海 に面 す るパ ナマ のコロ ンが、其 の舞台 であ る。JeanBaptisteに は、最初 の妻 との

間 に黒 人で美 男子 のPhilip、 ず る賢 い次 男 のEmest、 そ して新 しい妻 との 問に出来

た8歳 のSandelが い る。 其 処 に養 女 として家 事 を手伝 うMaffiが 住 ん で い る。 マ

フィーは土着 のスペイ ン人 と見 間違 えるほ ど美 しいCholoIndianの 女性 で ある。

フィリップはマ フィーを愛 しているが、それ に気 づ かないマ フィーはフィリップの

友 達 で コロ ンの半 分 中国人 の血 を引 く金持 ちの息子SanTieを 思 い続 け ている。放

浪癖 のあるサ ン ・ティーがCocoTeに 帰 って くることをフィリップが マ フィー一に告 げ

ると、彼女 はサ ン ・テ ィー との夢 に耽 る。 フ ィリップ とアーネス トは波 止場 ゴロで、

外 国船 が入港 す る と、沖 に小船 を出 し、外 国人 にコイ ンを海 中に投 げ させ 、それ を

海 中か らロに姪 えて浮上 す ることで、外 国人 を喜 ばせ なが ら金 を稼 いでいる。

ある 日、 マ フィーはフィリップにサ ン ・テ ィーが、彼 女 の ことを思 っているか どう

か尋 ね た時、 彼女 の こ とを愛 してい る フィリップは、 サ ン ・テ ィーが 彼女 を愛 して
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い る と嘘 をつ く。CocoTeに 帰 って きた サ ン ・テ ィーが 彼女 の元 を訪 れ ない ことに

不信 を持 った彼 女 は、 フィリップに真 偽 の ほどを問い質す。 フィリップが 嘘 をつ い

ていた ことを知 ったマ フィー は、絶望 のあ まり海 に向か うが 、 フィリップに探 し出 さ

れ、慰め られ、 自殺 を思 い留 める。

フィリップ とアー ネス トは例 の如 く、小船 を出 し海中 に潜 る。だが 金貨 を探 して

い るうちに、大 きな鮫がや って くる。流 石 に泳 ぎの うまい フィリップ も力尽 き、鮫 の

餌 食 となる。夜 明 け と共 に何 も無 か った ように美 しい朝 とマ フ ィー に静 け さが訪 れ

る。

AtCocoTe,atthefledgingofthedawn,Maffi,polishingthetinware,

hummedanobeahmelody

Trinidadisadawnfineplace

Butobeahdowndey....

Peacehadcometoheratlast.'1

貧 しさのため に外 国人 の投 げ るコイ ンを目指 し、鮫 の餌 食 となる。人 間世 界 の残 酷

さ と自然 の厳 しさ、それ と対 照 的 な自然 の美 しさ。 さ らにマ フ ィー は、 自分 を本 当

に愛 して くれた人 の ことを知 らない ままに、 日常 生活 に戻 り、平 静 が訪 れ る。そ の

描 写 は死 んだ人へ の悲 しみを言外 にしみ じみ と伝 へ る。

パ ナマ物語群 第三 の"PalmPorch"は 、MissBucknerと 其 の娘 たちの物 語 であ る。

ミス ・バ ックナー の出 自はあ まり明確 ではないが、60歳 、7フ ィー ト、髪 は黒 く、混

血 で落 ち着 いて魅力 と用心 深 さを持 ってい る。彼女 が パ ーム ・ポ ーチ の所 有者 で、

其 の屋敷 は豪華 な部屋 に分 れ、それぞれ の部屋 が ポーチ に面 し、鎧戸 が付 き、各 部

屋 には ワイ ンが用意 され音楽 が流 れ る。慰 安所 風 にではな く、サ ロ ン風 に工 夫 され

て い る。 ミス ・バ ックナ ーには7人 の娘 が 居 たが、其 の うち二人 は彼 女 の気 に入 ら
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ない人 と結婚 し家 を去 ってい る。 このポーチ には外 国の高官、土 地の有名 人が訪 れ

ミス。バ ックナーがホス ト役 を務 め、残 りの五人 の娘 が客 の相 手 をす る。

ミス ・バ ックナー は、 かつ て この地方 が沼 地 であ った頃か ら住 ん でお り、 白人 が

訪れ て以来、機 械力 に よってこの地域 が 変貌 して しまったこ とを嘆 いてい る。 更に

現地人 は低 給で、白人で さえあれ ば給料 が2倍 支 払われ ること、Niggerは 銀で あ り、

白人 はいつ も金 であることを思い知 らされている。セイラー、キャプテ ン、百万 長者、

領事 が今 日も訪 れ る。副領 事相 手 の娘Anestaは 、ア メリカ入嫌 いで、 ミス ・バ ック

ナー は、色 々な人 を相 手 に しなが ら自分 の昼 食 にはス フレにす るか カスター ドにす

るか一生懸命 考 えてい る。

ミス ・バ ックナーの混 血 は、再度 の繰 り返 しになるが 白人支配 の シンボルである。

だが彼 女の仕事 は白人 を利用す ることである。ポーチの経 営 か らか な りの金 を儲 け、

経 済 的にゆ とりが あるか らこそ ノス タル ジァに したる事 が 出来 る。娘 の アネス タの

アメリカ嫌 い も動機 として は同 じであ ろ う。 エ ンデ ィングの皮 肉が この短編 にスパ

イスを与 えている。

(3),

この 短 編 集 の も う一 つ の特 色 に 「移 動 」の 物 語 群 が あ る。 最 後 の 民 話 群 と重 複 す

る と ころ が あ り、"BlackPin"も 移 動 の 物 語 で あ る が 、 其 処 に はObeahの 物 語 が 含

まれ て い る こ とか ら民 話群 で 取 り扱 う。

"YellowOne"は
、 夫 の 生 活 力 の 無 さか ら、 よ り良 い 生 活 を求 め て 女 主 人 公 が 夫

と共 に、 夫 の 故 郷 ジ ャマ イカ に移 動 す る物 語 で あ る。 主 人 公 の女 性 は 次 の よ うに描

か れ て い る。"Oncecatchingaglimpseofher,theyswoopeddownlikeabroodof

starvinghawks."12と 、 男 た ち の注 目の 的 で あ る。 彼 女 はス ペ イ ンの血 を引 く、 ホ ン

デ ュ ラ ス 生 まれ で 、"lamadurica:theyellowone"と 呼 ば れ 羨 望 され 、 一 方 で そ の

姿 か ら侮 蔑 、 敵 意 の対 象 と もな っ て い る。 カニ ス ター を引 きな が ら手 伝 お う とす る

男 た ち を振 り切 り、 彼 女 は ジ ャマ イ カ行 きの 船 に急 ぐ。 親 切 に もメス テ ィー ゾが 彼

女 の乗 船 を助 け て くれ る。 船 で 赤 ん坊 を抱 い た 夫 のAlfredSt.XavYerMendelと 合

流 す る。 ハ ッチ が 閉 ま り、 船 室 に は激 しい 船 の音 と蒸 し暑 さが 増 して くる。 赤 ん坊
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が泣 くが夫 の アルフ レッドは、空 腹 の赤 ん坊 の ミル クを作 る白湯 さえ貰 いに行 こう

としない。業 を煮 や した彼女 は、子 供 を夫 の横 に寝 かせ、 白湯 を捜 しに出 る。 運良

く先程 の メステ ィーゾが厨 房 で働 いていて、 白湯 を彼 女 に くれ る。快 く思 って いな

い他 の船 員 は彼 に文句 を言 うが 「JotaArosemenaに 貰 った」と言 え と心 配 りさえ し

て くれ る。

船 が大 海 に出る と、彼女 の居 るデ ッキ には、波が入 り込 み居場所 の確 保 さえまま

な らない。更 に時 間が 経つ と彼女 には白湯 の ことが気 に掛 か るが、夫 は動 こうとし

ない。彼 女 は再 度意 を決 し厨 房 に行 くが、反 感 を持 った船 員の命令 で、 ジ ョタが 白

湯 を彼 女 に渡 そ うとした時険 悪 な雰 囲気 になる。 ジ ョタは彼 女 を守 ろうとす るが乱

闘 となる。彼女 は乱 闘 に巻 き込 まれて倒 れ る。 ジ ョタと彼 の仲 間によ り医務 室 に運

ばれ る。 デ ッキ にいるアル フレッ ドは、夜 明け になって も帰 らぬ 妻 を心 配す る。船

か らジャマ イカの ブルー の丘が見 えて くる。

ここにも支 配者 の血 を引 くyellowoneへ の憎 悪反感 が伺 える。 一般 的には混血 で

あ るた めに、 ヒンズーの クー リ、 その他 の移民 に押 され て職 を失 うで あろ うし、 ア

ル フ レッドの場合 多 少本 人 の性格 的問題 もあ るが、結 局押 され,職 を奪 われ、移

動す るこ とを余儀 な くされ る。不幸 にも彼女 の場 合 、混血 の ジ ョタを蔑視 す る人 か

ら同類 と見倣 され、暴力 と憎悪 の犠牲 者 となる。 アル フレッドの ミドル ・ネームには

St.Xavierと あるが 、ザ ビエル は、有 名 な伝 道者 の名前 であ る。 その名前 を有す る

アル フレ ッドが怠惰 であ るの は、 カ リブ海 での キリス ト教 の不 毛 を暗示 させ てい る

のであろ うか。

ジ ョタの乱 闘の相 手Hubigonは 次 のようにyellowoneを 考 えている。

Hubigondespisedhimbecausehewasyellow-skinned...surehewasa

"yallah"niggerdrinkinganeeinahigh -hatcafeonthepradowhich

barredjet-blackAmericanNegroes_HeenviedJotahisCubannationality

foroverandoveragainhehadobservedthattheLatinwasthenearestthing

toawhitemantheofeymenaboardhadyetmet.13
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美 しさの故 の嫉 妬 、黒 人 であ るとい うよ りラテ ン系 で 白人 に近 い存 在 であ ることか

ら憎悪 されるYellowoneは 、 白人支 配の明 らかに犠牲 者 である。 だがいつ も自然 の

美 しさは変 わ らない、人 間の憎 悪 、死 闘を超 越 し、 ブルーの色 をした ジャマ イカ島

は平然 としてい る。

この小 説 の タイ トル と成 ってい る"TropicDeath"も 、移 動 の物語 であ る。男 たち

は家庭 に無頓着 で、よ り良 い仕事 を求めて移動す る。 この物 語 の主人 公SaraBright

の子供Geraldは 、父 親 の移 動 の結果 取 り残 され た者 で、Yellow--Brownで8歳 、母

は黒人、今 二人 はバ ルバ ドスの島か らパナマ の コロ ンへ 父親探 し出発 しようとして

いる。彼 は島に住 む人々 とは異 な り中流 階級 の ビク トリア風 の服 装 をしている。

コロンで は、貧 しいスラム、赤線 の町BottleAlleyに 住 む。そ こは雑音 、塵、貧困、

病 気、暴 力、セ ックスの町 であ る。 ジェラル ドも母 も結 局そ の町 に住 む以外 生 きる

道 は無 くな る。 貧 しさの ためサ ラは頻 繁 に教 会 に行 く、そ こに しか彼 女 には救 いが

無い。 ジェラル ドも連 れ られて行 くが信 仰心 は無い。 父 は荒 れた生活 を送 り、病 に

冒 され ている。

ある 日、 ジェラル ドは従業 員 の帰 った店 で、父が 一人赤 く燗 れ た腕 をま くり其 の

皮 膚 を爬 虫類 に食べ させ てい るの を目撃す る。父 は らい病 に 冒され ていたのだ。そ

の後腕 の痛 みが激 しくなるにつれ て、父Lucianは 寝 こみ勝 ち とな り、店の経営権 は

他 人 に渡 る。 医者 の処 方箋、 サ ラ、 ジェラル ドの祈 りもむな し く父 は苦 しみ なが ら

他 界す る。

白人 に支配 され る植民地 で見 られ る もの は、支配 する者 、支配者 か ら利益 に預 か

る者、そ して徹 底 的 に搾取 され る者 のパ ター ンであ る。主 人公 ジェラル ドは、父 と

同 じYellowBrown。 父 ル シア ンは"Hewassoft,yetnotfat,buthegaveonethe

appearanceofbeingweakandflabby...Hewasbald,andhismouthwaslargeand

sensuous."14と 、描 か れ て い る。 この描 写 は転 落 してゆ く者 の姿 を投 影 してい る。

主人公 ジェラル ドも土地 の黒人 が遊 んでい る輪 に入 れず、遠 くか ら見 ている。彼 の

父 は官能 的ではあるが彼 の妻(黒 人)か らキスを受け るの も嫌 う、混血 の もう一つ の

顔 を持 ってい る。 彼の性格 的弱 さが黒 人 と結 びつ くことになるのだが、結局黒 人 に

馴染 めず妻子 を捨 てる。 それが よ り一層彼 を不幸 に追い込 む こととなる。 彼 の病 気
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を爬 虫類 と結 びつ ける ところは、奇妙 で あ るが、 ドラマ チ ックな幕切 れ を用 意す る

伏線 とな っている。

{4}

TropicDeathに お いて は、民 話 的物 語 群 は、4篇 あ り、"BlackPin,""TheWhite

Snake,""VampireBat,""TropicDeath,"で あ るが、"BlackPin,"と"TropicDeath"は ・

移動 物語群 で取 り扱 ったので、 ここでは省 く。残 り2編 はタイ トルそ のもの も民話 的

である。

"TheWhiteSnake"の 舞台 となるイギ リス領ギ アナ は
、ポル トガル系、ボル ドー(フ

ランス)系 黒人 、中国人 、イン ド人、所 謂黒 人が混在 して住 んでい る。

ボル ドー系 黒 人 のSeenieは 、あ る夜 、「白蛇」が 自分 の体 に這 い登 る夢 を見 て悲

鳴 を上 げ る。SeenieはJackCaptainに 玩 ばれ、彼 か ら逃 れてWaakenawの 治安判 事

の下 で、使用 人 として働 い ている。社 会 的人 問的欲 望 の結 果生 まれたWaterSpout

を育 てる事 に喜 び を見 出 して い る。WaterはObeahの 産 婆 も絶 望 す るほ ど病 弱 で、

痩せ 、食べ るものは粥物 しか受け付 けず、夜 には泣 いた り、叫 んだ りす る。

ある夜 スーニーが小 屋 に戻 る と、Waterは 静 か に寝 ている。 スー プを飲 まそ うと

す ると在 るだ けの力 を振 り絞 り跳 ね 除 け、飲 んだ と して も吐 き出す 。 スーニーが 、

半 分 うとうとしている頭 の中に、此 れ まで在 った 日常 の些 細 なこ とWaterの 断 片的

思 い出、熱 で死 んだ人々、雨 水 に育 った虫等 が走 馬灯 のように循環 す る。突然現 実

に戻 る とWaterが 泣 き始 め る。 彼女 が抱 き寄せ ると彼 は濡 れ、無 力 の状 態 にな り、

体 は冷 え きっている。彼 の口に息 を吹 き込 む と、 回復 し、彼女 はまた まどろむ。

再度子 供 が泣 き始 め る。 まどろみの中、 まさぐり、乎 を彼 に当て ると今 度 は熱 が

あ る。彼 は泣 き叫 び、 今彼女 の胸 に居 たか と思 うと、次 の瞬間床 にいて吠 えている。

彼女 が確 かめ ようとす るや否や、突 然、頭 を藁 の 中に滑 り込 ませ る。次 の瞬 間部屋

の別 の 隅 で彼 は大声 で叫 ぶ。彼 女 は"Washeadualbeing?"15と 怪 認 に思 う。 スー一

ニーは、子 供 に飛 び掛 り、包 み抱 こうとす るが、彼 は ドアか ら飛 び出 し、 ギ アナの

夜 の静寂 の中に消 える。6時 間後 、サ ー ジャン トの0行 ば、 海 に向か って珊 瑚礁 の

道 を、5月 の月の光沢 をした ミルクで育 った ような蛇 を引 きず って帰 って くる。
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物語 の恐 怖 は夜 の夢 の 中、正確 に言 えば、夢 と現 の中で始 ま り、夜 明 けに事 が終

わる。蛇 その ものが邪悪 で、白蛇 は更 に無気 味 さを加 える。「白色、につ いて言 えば、

リチ ャー ド ・ライ トのNativeSonの 主 人公 ビガー ・トーマ スは雪 の世界 を恐 怖す る、

其 れ は取 りも直 さず 白人支 配 を象 徴 す る。 スー二.___子供 は白人 との混 血 であ り、そ

れ は罪 の子 、黒人 の側 か ら見 る と、 滅 び る運命 にある。更 にWaterSpoutの 名前 も

象徴 的で ある。水 と噴水 あるいは噴水孔 、ほ とば し り出て、消 える運 命 を暗 示 して

いるのでは なか ろ うか。最後 には熱 を出す こ とか ら、蒸 発 の暗示 と言 えるか もしれ

ない。

"TheVampireBat"は
、 ボ ーア戦争 で息子 を失 い、帰 国す るプ ラ ンテー シ ョンの

所有 者BellonProut大 佐 の物語 であ る。大佐 の乗 っている船が到 着寸前 、珊瑚礁 で

座礁 す る。 自分 の家 にた どり着 くため には、 ジャングル沿 いの海岸 を老 いぼ れ馬で

12マ イル行 かね ばな らない。途 中白人 と黒人 の混血MotherCragwellの 店 に立ち寄

り、馬 の休 息 を取 る。彼女 は夜 は動か ないほ うが 良い と何 度 も忠 告す るが、夜 の12

時大佐 は店 を出発 しようとす る。其 の時0人 の女 が、恐怖 に震 えなが ら店 に入 って

くる。砂糖 キビ畑 には黒 人が居 て、 ラ ンタンに悪 戯 し、 さ らに持 ってい る傘 を右 や

左 に持 ち替 えさせ る悪戯 に出会 った恐 怖 を語 る。大佐 は動 じず 出発 す るが、砂糖 キ

ビ畑 まで来 ると宙 に真 紅 の火 のボールが舞 う。彼 の顔 は灰 色 とな り、手綱 を引 き締

め る。更 に進 む と黒 人の赤 ん坊 が毛布 に包 ま り捨 て られてい る。 大佐 は赤 ん坊 を抱

きなが ら逃げ 回る。

翌朝、小屋 の中 にプ ラウ ト大佐 の死体 が横 たわっている。死体 は突 かれ穿孔 が あ

き、体 は白 く血 の色 を失 ってい る。 土 の上 のセー ム皮 の毛布 は空 っぽ であ る。其 の

地域 にはVampireBatが 、飛 び交 うとい う。

ここには民 話的 な血 を吸 う蠕蟷 と白人へ の潜 在 的復讐 が うまく結 び付 け られてい

る。プラウ ト大 佐 について は、プ ランテー ションの所有者 、息子 をボーア戦 争で失 っ

た ことしか述 べ られてい ないが、 プラ ンテー ションの所 有者 は黒 人 の生 き血 を吸 う

騙幅 であ る と共 に、黒人 を夜 な夜 な白 くさせ ようとの白入 の不穏 な性 的行動 があ っ

た。 その意味 で混血 のマ ザー ・クラッグウエルは、 白人 の不穏 な動 きの結 果であ り、

夜 の世界 は、 「白蛇」と異 な り、黒 人 の世 界で あ り、無謀 にも大佐 は其 の世 界 をも征
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服 しようとして、 蠣蟷 に滅 ぼ され る。黒 人が現実 的 には成 し得 ない願望 を、民 話 的

世界 を使 うことによ りうま く処 理 している。

{5)

ウオル ロン ドが扱 う人物 は、共通 的 には ミュラ トーの世界 で、 その意味 す るとこ

ろは 白人 の欲望 の結 果 で あ る。 この様 な人物 を取 り扱 い なが らもウオルロ ン ドは、

プ ロテス ト小 説 に見 られ るような、奴 隷制 や差 別 を激 し く攻撃 した りは しない。 む

しろ リアル に人 物、事 件 を描 くこ とに よって悲 劇性 を高 めて い る。真 昼 の太 陽は、

太 陽の下 で働 く弱 者 をいためつけ る、憩 い の夜 さえ、 熱風 で痛 めつ け る。 さらに重

労働 と低 賃金 は黒人や其 の混血 を生活 のための移 動 を余 儀 な くさせ る。パナマ、ジャ

マイカ、 ギアナ、何 処 に移動 しようとも、其 の至 る所 がTropicDeath「 死 」である。

特 にYellowOneは 、少 しの例外 を除 き、 土着 の黒 人 の側 に も属 せず、 か えって

土 着の黒 人か らは皮 膚 の色 が 白人 に近 いことか ら、 よ り一 層黒人 の不満 の捌 け口の

対 象 となる。 白人の側か らは、多 少 の憐 欄 の情 を掛 け られ るか もしれ ないが、いず

れ の側 に も自己 の所 在 は無 い。 ウオル ロ ン ドは黒 人、 混血 を リアルに描 く過程 に、

民話的要素 を導入する。其れが昼 と夜 との問、夜 と朝あ問風景の描写 と相侯って、

よ り悲 劇性 を高め る。黄金色 、真紅燃 える夕 日の島々、美 しい紫色 の しじまを破 る朝。

リアルな ドラマ を其の風 景 が より一層 ドラマチ ックにす る。夕 日の ドラマ も一瞬、朝

の ドラマ も一瞬、一瞬 であ るか らこそ其 の色 合 い を鮮 やか にす る。 この意味 で ウオ

ルーロン ドはカリブの島々 と其の物語 を見事 に描いた最初 の作家 で あろう。

作 家だ けの活動 に絞れ ば、 ウオル ロン ドの活躍 はほんの5、6年 に過 ぎない。将来

を期 待 されなが ら、1928年 ニ ュー ヨークを去 り、アメ リカの土地 に再 び帰・って来 る

ことは無 かった。だが ハー レム ・ル ネサ ンス期 の成熟 期 にあ って、 カ リブの 島々の

物語 で見事 に其 の役割 を果 た した。

BobertA.Boneは 、LaficadioHearnに 影 響 を与 えたPeirreLotiと ハ ー ンとウオ

ル ロン ドの共通性 を論 じ、 ウオルロ ン ドに与 えた影響 を明 らか に してい る。

ThesimilarityofHearn'sfifetohisownmusthavebeenasourceof
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wonde㎝enttoEricWalrond.Likehimself,Hearnhadbeenacosmopolitan,

belongingtonoonenationorculturaltradition,butsufferingthepainand

bafflementmultipleidentities...Aboveall,Hearnhadcultivatedatastefor

theexoticthatdrewhimtotheWestIndies.Wasitanywonderthatayoung

apprentice.shouldeagerlydevourthewritingsofamanwhoselifemadeso

manypointsofcontactwithhisown?1&

具 体 的 な確 証 は無 い もの の 、 ウオ ル ロ ン ドの初 期 の エ ッセ イか らそ の 影 響 が 類 推 で

きよ う。 更 に、RobertA.Boneは 、 ウオ ル ロ ン ドの 限界 を見 つ めつ つ も次 の よ うな

評 価 で 、締 め くくって い る。

Yetdespiteitslimitations,TropicDeathwillberememberedasanotable

achievementoftheHarlemRenaissance.Anditwillbeparticularly

treasured,byAmericanNegroesofWestIndiandescent,asapioneer

attempttograpplewiththecomplexfateofhailingfromtheSpanishMain.1'

確 か に、SteringBrownが 指 摘 す る よ うに"overwritten,""toooblique"18で あ る こ と

も確 か で あ り、またHughM.Glosterが 言 う ように黒 人 労 働 者 の"mistreat-ment"19

で もあ るか も しれ な い。 だ が ウ オル ロ ン ドの この リア リス チ ックな拘 りこそ 、 彼 を カ

リブ の 島 々 の語 り部 にす るに は大 切 な要 素 で あ った 。
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